
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
水相に分散された油相を含むＯ／Ｗエマルションからなる局所適用用組成物であって、少
なくとも一つのロウと、
（ａ）８０から９９ｍｏｌ％の以下の式（Ｉ）の２ -アクリルアミド -２ -メチルプロパン
スルホン酸（ＡＭＰＳ）単位：
【化１】
　
　
　
　
　
　
　
　
（式中、Ｘ＋ はプロトン、アルカリ金属カチオン、アルカリ土類金属カチオン、アンモニ
ウムイオン、または有機カチオンである）；および
（ｂ）１から２０ｍｏｌ％の以下の式（ II）の単位：
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【化２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（式中、ｎは１から２４の範囲の整数を示し、ｐは０から２４の範囲の整数を示し、ただ
しｎ＋ｐは２５未満であり；Ｒ１ は水素原子または１から６の炭素原子を含む直鎖または
分枝鎖状のアルキル基を示し、かつＲ２ は６から３０の炭素原子を含む直鎖または分枝鎖
状のアルキル基を示す）
を含む少なくとも一つの非架橋両親媒性ポリマーとを含み、さらに 乳化界面活
性剤を含まないか又は０．５重量％未満しか含まないことを特徴とする組成物。
【請求項２】
前記ポリマーが無機または有機塩基で部分的または全体的に中和されていることを特徴と
する、請求項１記載の組成物。
【請求項３】
前記ポリマーが、
（ａ）８５から９９ｍｏｌ％の式（Ｉ）の２ -アクリルアミド -２ -メチルプロパンスルホ
ン酸（ＡＭＰＳ）単位：および
（ｂ）１から１５ｍｏｌ 以下の式（ III）の単位：
【化３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（式中、ｎおよびｐはそれぞれ独立に７から２４の範囲の整数を示すが、ただしｎ＋ｐは
２５未満であり；Ｒ１ は水素原子または１から６の炭素原子を含む直鎖または分枝鎖状の
アルキル基を示し、かつＲ３ は６から１５の炭素原子を含む直鎖または分枝鎖状のアルキ
ル基を示す）
を含むことを特徴とする、請求項１または２記載の組成物。
【請求項４】
前記ポリマーが、２ -アクリルアミド -２ -メチルプロパンスルホン酸（ＡＭＰＳ）または
そのナトリウムまたはアンモニウム塩および、
－８ｍｏｌのエチレンオキシドでオキシエチレン化されたＣ１ ０ －Ｃ１ ８ アルコール、
－８ｍｏｌのエチレンオキシドでオキシエチレン化されたＣ１ １ オキソアルコール、
－７ｍｏｌのエチレンオキシドでオキシエチレン化されたＣ１ １ オキソアルコール、
－７ｍｏｌのエチレンオキシドでオキシエチレン化されたＣ１ ２ －Ｃ１ ４ アルコール、
－９ｍｏｌのエチレンオキシドでオキシエチレン化されたＣ１ ２ －Ｃ１ ４ アルコール、
－１１ｍｏｌのエチレンオキシドでオキシエチレン化されたＣ１ ２ －Ｃ１ ４ アルコール、

10

20

30

40

50

(2) JP 3974591 B2 2007.9.12

それ以外に

％の



－８ｍｏｌのエチレンオキシドでオキシエチレン化されたＣ１ ６ －Ｃ１ ８ アルコール、
－１５ｍｏｌのエチレンオキシドでオキシエチレン化されたＣ１ ６ －Ｃ１ ８ アルコール、
－１１ｍｏｌのエチレンオキシドでオキシエチレン化されたＣ１ ６ －Ｃ１ ８ アルコール、
－２０ｍｏｌのエチレンオキシドでオキシエチレン化されたＣ１ ６ －Ｃ１ ８ アルコール
との（メタ）アクリル酸エステルから得られることを特徴とする、請求項１ないし３のい
ずれか一項に記載の組成物。
【請求項５】
前記ポリマーが、９１．５ｍｏｌ％のＡＭＰＳと８．５ｍｏｌ％の７オキシエチレン基を
含むＣ１ ２ －Ｃ１ ４ アルキルメタクリラートから得られるコポリマー；９２．６５ｍｏｌ
％のＡＭＰＳと７．３５ｍｏｌ％の８オキシエチレン基を含むＣ１ ６ －Ｃ１ ８ アルキルメ
タクリラートから得られるコポリマー；およびこれらの混合物から選択されることを特徴
とする、請求項４記載の組成物。
【請求項６】
前記両親媒性ポリマーの量が、組成物の全重量に対して０．０５から２０重量％の範囲で
あることを特徴とする、請求項１ないし５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
前記油相が、組成物の全重量に対して１５から７５重量％の範囲であることを特徴とする
、請求項１ないし６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
前記ロウの量が、組成物の全重量に対して０．１から１０重量％の範囲であることを特徴
とする、請求項１ないし７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
前記ロウが、鉱物ロウ、動物由来のロウ、植物由来のロウ、２５℃で固形の水素化油、２
５℃で固形の脂肪エステルおよびグリセリド、合成ロウおよびシリコーンロウ、およびこ
れらの混合物を含む群から選択されることを特徴とする、請求項１ないし８のいずれか一
項に記載の組成物。
【請求項１０】
前記ロウが、カルナウバロウ、６５℃より高い融解開始点を有するポリエチレンロウ、６
５℃より高い融解開始点を有するマイクロクリスタリンロウ、およびこれらの混合物から
選択されることを特徴とする、請求項１ないし９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１１】
化粧品または皮膚科学組成物を構成することを特徴とする、請求項１ないし１０のいずれ
か一項に記載の組成物。
【請求項１２】

皮膚および／または唇をケア、保護、および／ま
たはメイクアップする、および／またはヘアケアのための、請求項１ないし１０のいずれ
か一項に記載の化粧品組成物の美容的使用。
【請求項１３】
請求項１ないし１０のいずれか一項に記載の化粧品組成物を、皮膚、髪、および／または
唇に適用することを特徴とする、頭皮を含む皮膚、髪、および／または唇を処理するため
の美容方法。
【請求項１４】

敏感肌をケア、保護、および／またはメイクアップするための、請求項１ないし１０の
いずれか一項に記載の化粧品組成物の美容的使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本特許出願は、少なくとも一つのロウおよび少なくとも一つの特定の両親媒性ポリマー
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請求項１ないし１０のいずれか一項に記載の化粧品組成物を、皮膚および／または唇およ
び／または毛髪に適用することによる、

請求項１ないし１０のいずれか一項に記載の化粧品組成物を敏感肌に適用することによる
、



を含むＯ／Ｗエマルション形態の組成物、および当該組成物の使用、特に身体または顔の
皮膚、睫毛および／または唇のケア、保護、および／またはメイクアップ、および／また
はヘアケアのための使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　化粧品分野において、スキンケア組成物にロウを添加することは、特に、乾燥肌および
老いた肌を処理するのに適した製品を生じる。ロウは、皮膚を滋養し、皺や細かい皺を滑
らかにすることに寄与する。これらは、Ｗ／ＯエマルションにもＯ／Ｗエマルションにも
導入することができる。一般に、化粧品分野では、より優れていると考えられるその化粧
品特性（軽さおよび新鮮さ）およびそのより優れた製剤柔軟性から、Ｏ／Ｗエマルション
はＷ／Ｏエマルションよりも好まれる。しかしながら、標準的なＯ／Ｗ製剤におけるロウ
の存在は、Ｗ／Ｏ製剤とは違って、その安定性に欠点を生じる。さらに、ロウを含むＯ／
Ｗ製剤の化粧品特性は、一部の基準、すなわち過剰に高いコンシステンシー、広がりにく
さ、および脂っぽい皮膜の存在、に関しては未だ不十分であると考えられている。
【０００３】
　かくして、改善された化粧品特性を有する、ロウを含有する安定なＯ／Ｗエマルション
を製造することが依然として必要とされている。
【０００４】
　出願人は、予期せぬことに、２ -アクリルアミド -２ -メチルプロパンスルホン酸（ＡＭ
ＰＳ）から誘導された特定の非架橋ポリマーを使用することにより、本発明の背景に存在
する課題を解決し、良好な化粧品特性を有し、有利にＯ／Ｗエマルションに通常用いられ
る乳化界面活性剤を含まなくてもよく、かつ、そのためあらゆるタイプの皮膚に寛容され
る安定な組成物が提供されることを見出した。
【０００５】
　確かに、 EP-A-1069142は、疎水性鎖を含むＡＭＰＳをベースとするポリマーを含むＯ／
Ｗエマルションを開示している。しかしながら、この文献に記載されているＯ／Ｗエマル
ションは、エマルションの不安定化因子であるロウを含まない。さらに、ロウの使用はこ
の文献の実施例４５に記載されているだけであり、この実施例はＯ／Ｗエマルションと言
うよりはむしろＷ／Ｏエマルションであり、しかも水相と油相との界面に位置する乳化剤
（ポリグリセリル -２セスキステアラート）を含む。非架橋ＡＭＰＳポリマーは増粘剤と
して存在している。
【０００６】
　さらに、 WO-A-02/43689、 WO-A-02/44231、 WO-A-02/44271、 WO-A-02/44270、 WO-A-02/43
686、 WO-A-02/44267および WO-A-02/44230は、ＡＭＰＳをベースとする両親媒性コポリマ
ーを含む局所適用用の化粧品、皮膚科学的、または薬学的組成物について記載している。
しかしながら、これらの文献のいずれもロウを含むＯ／Ｗエマルションについて記載して
いない。
【特許文献１】 EP-A-1069142
【特許文献２】 WO-A-02/43689
【特許文献３】 WO-A-02/44231
【特許文献４】 WO-A-02/44271
【特許文献５】 WO-A-02/44270
【特許文献６】 WO-A-02/43686
【特許文献７】 WO-A-02/44267
【特許文献８】 WO-A-02/44230
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　出願人は、驚くべきことに、モノマーの所定の比率によって特徴づけられる以下に記載
の特定の非架橋ポリマーを使用することにより、本発明の目的を達成すること、すなわち
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Ｏ／Ｗエマルションに通常用いられる界面活性剤が存在しなくても安定な、ロウを含むＯ
／Ｗエマルションを得ることが可能なことを見出した。
【０００８】
　さらに、本発明に従って用いられる一部のポリマーは、特に喜ばしい質感および非常に
良好な化粧特性を有する組成物を製造する。しかしながら、これらのより特定のポリマー
は、それ自身では安定なエマルションを得ることを可能にしない。出願人は、これらのポ
リマーと一以上のロウとの組み合わせが、エマルションの不安定性の問題を解決すること
を見出した。
【０００９】
　かくして、選択されたポリマーが、標準的な界面活性剤が存在しなくても安定な、ロウ
を含有するエマルションを製造するだけでなく、ロウがこれらの一部のポリマーを含むエ
マルションを安定化できる。これらのポリマーは、非常に良好な化粧品の質感を有するエ
マルションを与えるという利点を有する一方で、それ自身だけで安定なエマルションを得
るには不十分であるという欠点を有する。本発明に従って用いられる少なくとも一つのロ
ウと少なくとも一つのポリマーとの組み合わせは、かくして、安定かつ良好な化粧品特性
を有するエマルションを得るのに特に有利である。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の主題は、かくして、水相に分散された油相を含むＯ／Ｗエマルションからなる
局所適用用組成物であって、少なくとも一つのロウと、
（ａ）８０から９９ｍｏｌ％の以下の式（Ｉ）の２ -アクリルアミド -２ -メチルプロパン
スルホン酸（ＡＭＰＳ）単位：
【化１】
　
　
　
　
　
　
　
　
（式中、Ｘ＋ はプロトン、アルカリ金属カチオン、アルカリ土類金属カチオン、アンモニ
ウムイオン、または有機カチオンである）；および
（ｂ）１から２０ｍｏｌ％の以下の式（ II）の単位：
【化２】
　
　
　
　
　
　
　
　
（式中、ｎおよびｐはそれぞれ独立に０から２４、好ましくは１から２４、さらに好まし
くは３から２０の範囲の整数を示すが、ただしｎ＋ｐは２５未満、好ましくは２０未満、
さらに好ましくは１５未満であり；Ｒ１ は水素原子または１から６の炭素原子（Ｃ１ －Ｃ

６ ）を含む直鎖または分枝鎖状のアルキル基（好ましくはメチル）を示し、かつＲ２ は６
から３０の炭素原子（Ｃ６ －Ｃ３ ０ ）、好ましくは６から２２（Ｃ６ －Ｃ２ ２ ）、さらに
好ましくは１２から１８の炭素原子（Ｃ１ ２ －Ｃ１ ８ ）を含む直鎖または分枝鎖状のアル
キル基を示す）
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を含む少なくとも一つの非架橋両親媒性ポリマーとを含むことを特徴とする組成物である
。
【００１１】
　本発明にかかる組成物は、皮膚または外皮に局所的に適用することを意図したものであ
ることから、生理学的に許容できる媒体を含む。用語“生理学的に許容できる媒体”とは
、皮膚、唇、爪、頭皮および／または髪に適合する媒体を意味する。
【００１２】
　本発明に従って得られる組成物は、室温以上の温度（例えば４５℃）であっても、経時
的に良好な安定性を示す。用語“安定なエマルション”とは、４℃から５０℃の間のあら
ゆる温度において２４時間貯蔵した後に、色、臭い、または粘度に巨視的変化を何ら示さ
ず、また、ｐＨに何の変化も示さないエマルションを意味する。
【００１３】
　本発明にかかる組成物は、多少流動的なクリームまたは乳液の形態、すなわちスティッ
クのような固形製品とは対照的に柔軟な製品である。かくして、この組成物は、室温（２
５℃）で、約１から２５０ポアズ（０．１から２５Ｐａ．ｓ）、好ましくは約１から１５
０ポアズ（１から１５Ｐａ．ｓ）の範囲の粘度を有しうる。この粘度は、２５℃において
、 Rheomat 180装置を用いて測定される。
【００１４】
非架橋ポリマー
　本発明にかかる組成物において用いられるポリマーは、式（Ｉ）の少なくとも一つの親
水性ＡＭＰＳモノマーと、式（ II）の少なくとも一つの疎水性モノマーとをベースとする
非架橋コポリマーである。これらのポリマーは、中和された、または部分的に中和された
形態で、水溶性または水分散性である。これらは、好ましくは完全に中和されている。ポ
リマーは水溶性であることから、これらはエマルションの水相に導入される。
【００１５】
　表現「水溶性または水分散性ポリマー」とは、水に１重量％の濃度で導入した場合に、
５００ｎｍの波長で、１ｃｍの厚さのサンプルを通した光透過率が少なくとも１０％であ
る巨視的に均質な溶液を与えるポリマーを意味する。
【００１６】
　用語“非架橋ポリマー”とは、架橋剤と反応せず、かくして架橋性の基を含まないポリ
マーを意味する。これは直鎖状ポリマーである。
【００１７】
　本発明にかかるポリマーは、一般に、１００００から１０００００００、好ましくは１
０００００から８００００００、さらに好ましくは１０００００から７００００００の範
囲の重量平均分子量を有する。
【００１８】
　特に、式（Ｉ）の２ -アクリルアミド -２ -メチルプロパンスルホン酸（ＡＭＰＳ）が、
その部分的または完全に中和された形態で用いられる。
【００１９】
　好ましくは、本発明にかかるポリマーは、無機塩基（水酸化ナトリウム、水酸化カリウ
ム、またはアンモニア水溶液）、または有機塩基、例えばモノエタノールアミン、ジエタ
ノールアミン、またはトリエタノールアミン、アミノメチルプロパンジオール、Ｎ -メチ
ルグルカミン、塩基性アミノ酸、例えばアルギニンおよびリシン、およびこれらの化合物
の混合物で部分的または完全に中和される。
【００２０】
　本発明にかかるポリマーは、特に、 EP-A-1069142に一般的に記載されている、上記の定
義に対応する非架橋両親媒性ポリマーから選択することができる。
【００２１】
　上述したように、これらの一部のポリマーは、優れた化粧特性を有する組成物を得るの
に特に有利である。より特定のポリマー：すなわち
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　（ａ）８５から９９ｍｏｌ％、好ましくは９０から９９ｍｏｌ％の上述した式（Ｉ）の
２ -アクリルアミド -２ -メチルプロパンスルホン酸（ＡＭＰＳ）単位：および
（ｂ）１から１５ｍｏｌ％、好ましくは１から１０ｍｏｌ％の以下の式（ III）の単位：
【化３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（式中、ｎおよびｐはそれぞれ独立に７から２４、好ましくは８から２４の範囲の整数を
示すが、ただしｎ＋ｐは２５未満、好ましくは２０未満、さらに好ましくは１５未満であ
り；Ｒ１ は、式（ II）と同様に、水素原子または１から６の炭素原子（Ｃ１ －Ｃ６ ）を含
む直鎖または分枝鎖状のアルキル基（好ましくはメチル）を示し、かつＲ３ は６から１５
の炭素原子（Ｃ６ －Ｃ１ ５ ）、好ましくは８から１４の炭素原子（Ｃ８ －Ｃ１ ４ ）を含む
直鎖または分枝鎖状のアルキル基を示す）
を含むより特定のポリマーが存在する。
【００２２】
　本発明に従って用いられる両親媒性ポリマーは、一以上の開始剤、例えばアゾビスイソ
ブチロニトリル（ＡＩＢＮ）、アゾビスジメチルバレロニトリル、ＡＢＡＨ（２ ,２ -アゾ
ビス [２ -アミジノプロパン ]ヒドロクロリド）、有機ペルオキシド、例えばジラウリルペ
ルオキシド、ベンゾイルペルオキシド、 tert-ブチルヒドロペルオキシドなど、無機ペル
オキシド化合物、例えば過硫酸カリウムまたは過硫酸アンモニウム、またはＨ２ Ｏ２ の存
在下で、任意に還元剤の存在下で、標準的なフリーラジカル重合法に従って得られる。
【００２３】
　ポリマーは、特に、それらが沈降する tert-ブタノール媒体におけるフリーラジカル重
合法によって得られる。 tert-ブタノール中における沈殿重合を用いて、使用に特に望ま
しいポリマー粒子の粒度分布を得ることが可能である。
【００２４】
　重合反応は、０から１５０℃、好ましくは１０から１００℃の温度で、大気圧または減
圧下で行うことができる。不活性雰囲気下、好ましくは窒素下で行うこともできる。
【００２５】
　この方法によれば、本発明に従って用いられるポリマーは、２ -アクリルアミド -２ -メ
チルプロパンスルホン酸（ＡＭＰＳ）またはそのナトリウム塩またはアンモニウム塩と、
アクリル酸またはメタクリル酸エステル、好ましくはメタクリル酸エステル、および
　－８ｍｏｌのエチレンオキシドでオキシエチレン化されたＣ１ ０ －Ｃ１ ８ アルコール（
Hoechst/Clariant社の Genapol（登録商標） U-080）、
　－８ｍｏｌのエチレンオキシドでオキシエチレン化されたＣ１ １ オキソアルコール（ Ho
echst/Clariant社の Genapol（登録商標） UD-080）、
　－７ｍｏｌのエチレンオキシドでオキシエチレン化されたＣ１ １ オキソアルコール（ Ho
echst/Clariant社の Genapol（登録商標） UD-070）、
　－７ｍｏｌのエチレンオキシドでオキシエチレン化されたＣ１ ２ －Ｃ１ ４ アルコール（
Hoechst/Clariant社の Genapol（登録商標） LA-070）、
　－９ｍｏｌのエチレンオキシドでオキシエチレン化されたＣ１ ２ －Ｃ１ ４ アルコール（
Hoechst/Clariant社の Genapol（登録商標） LA-090）
　－１１ｍｏｌのエチレンオキシドでオキシエチレン化されたＣ１ ２ －Ｃ１ ４ アルコール
（ Hoechst/Clariant社の Genapol（登録商標） LA-110）、
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　－８ｍｏｌのエチレンオキシドでオキシエチレン化されたＣ１ ６ －Ｃ１ ８ アルコール（
Hoechst/Clariant社の Genapol（登録商標） T-080）、
　－１５ｍｏｌのエチレンオキシドでオキシエチレン化されたＣ１ ６ －Ｃ１ ８ アルコール
（ Hoechst/Clariant社の Genapol（登録商標） T-150）、
　－１１ｍｏｌのエチレンオキシドでオキシエチレン化されたＣ１ ６ －Ｃ１ ８ アルコール
（ Hoechst/Clariant社の Genapol（登録商標） T-110）、
　－２０ｍｏｌのエチレンオキシドでオキシエチレン化されたＣ１ ６ －Ｃ１ ８ アルコール
（ Hoechst/Clariant社の Genapol（登録商標） T-200）、
から得られる。
【００２６】
　本発明に従って用いられる好ましい両親媒性ポリマーとしては、９１．５ｍｏｌ％のＡ
ＭＰＳと８．５ｍｏｌ％の７オキシエチレン基を含むＣ１ ２ －Ｃ１ ４ アルキルメタクリラ
ート（ Genapol LA-070）から得られるコポリマー（ポリマーＩ）；９２．６５ｍｏｌ％の
ＡＭＰＳと７．３５ｍｏｌ％の８オキシエチレン基を含むＣ１ ６ －Ｃ１ ８ アルキルメタク
リラート（ Genapol T-080）から得られるコポリマー（ポリマー II）；およびこれらのポ
リマーの混合物を挙げることができる。これらのポリマーは全て、ロウの存在下で安定な
組成物を与えるのに適している。これらのポリマーは、特に快適な化粧特性を有する組成
物を製造することもできる。かくして、得られたクリームは、適用が快適であり、脂っぽ
くなく、皮膚に粘着性でない皮膜を形成する。さらに、これらは皮膚表面を滑らかにする
と共に、良好な保湿特性を有する。
【００２７】
　本発明にかかる組成物の両親媒性ポリマーの量は、使用されるポリマーに依存する。例
えば、活性物質について、組成物の全重量に対して、０．０５から２０重量％、好ましく
は０．１から１５重量％、さらに好ましくは０．２から１０重量％、さらに好ましくは０
．２５から５重量％の範囲とすることができる。
【００２８】
　本発明の特定の実施態様によれば、本発明にかかる組成物は、Ｏ／Ｗエマルションに通
常用いられる乳化界面活性剤を実質的に含まなくてもよい。表現“界面活性剤を実質的に
含まない”は、組成物の全重量に対して乳化界面活性剤を０．５重量％未満、好ましくは
０．３重量％未満含む、あるいは乳化剤を全く含まない組成物を意味する。
【００２９】
油相
　本発明にかかる組成物は、一般的に油相に存在する少なくとも一つのロウを含む。本発
明にかかる組成物中のロウの量は、例えば、組成物の全重量に対して、０．０５から１０
重量％、好ましくは０．１から１５重量％、さらに好ましくは０．５から１０重量％の範
囲にわたることができる。
【００３０】
　用語“ロウ”は、室温（２５℃）で固形であり、かつ、（ＤＳＣで測定して）３０℃よ
り高い、好ましくは４０℃より高い融点を有する脂肪物質を意味する。
【００３１】
　本件出願の目的のため、ロウは、化粧品および皮膚科学において一般に用いられている
ものである；これらは、炭化水素をベースとするロウ、シリコーンロウ、および／または
フルオロロウとすることができ、任意にエステルまたはヒドロキシル基を含むものとする
ことができる。例えば、鉱物ロウ；動物由来のロウ；植物由来のロウ；２５℃で固形の水
素化油、２５℃で固形の脂肪エステルおよびグリセリド、合成ロウおよびシリコーンロウ
、およびこれらの混合物を用いることが可能である。
【００３２】
　本発明にかかる組成物において用いられるロウの例として、マイクロクリスタリンロウ
、パラフィンロウ、亜炭ロウ、セレシン、オゾケライト、モンタンロウ、ミツロウ、ラノ
リンおよびその誘導体、キャンデリラロウ、オーリクリーロウ、カルナウバロウおよびモ
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クロウ、ココアバター、２０℃でペースト状のパーム油、コルク繊維ロウまたはサトウキ
ビロウ、２５℃で固形の水素化油、２５℃で固形の脂肪エステルおよびグリセリド、ポリ
エチレンロウおよびフィッシャートロプシュ合成法により得られたロウ、シリコーンロウ
、およびこれらの混合物を挙げることができる。
【００３３】
　本発明の好ましい実施態様によれば、カルナウバロウ、ミツロウ、２０℃でペースト状
のパーム油、６５℃より高い溶解開始点を有するポリエチレンロウ、および６５℃より高
い溶解開始点を有するマイクロクリスタリンロウ、およびこれらの混合物から選択された
少なくとも一つのロウが用いられる。
【００３４】
　ロウ以外に、本発明にかかる組成物の油相は、室温（２０－２５℃）で液状の揮発性ま
たは不揮発性の油、動物、植物、鉱物、または合成由来のゴムおよびペースト状脂肪物質
、およびこれらの混合物から選択される少なくとも一つの脂肪物質を含むことができる。
これらの脂肪物質は、生理学的に許容できるものである。
【００３５】
　本発明の好ましい実施態様によれば、油相は、少なくとも一つの油を含む。用語“油”
とは、室温（２５℃）で液状の脂肪物質を意味する。
【００３６】
　本発明にかかる組成物において用いられる油として挙げることのできる例は、
　－動物由来の炭化水素ベース油、例えばペルヒドロスクアレン（またはスクアレン）；
　－炭化水素ベースの植物由来の油、例えば、４－１０の炭素原子を含む脂肪酸の液状ト
リグリセリド、例えばヘプタン酸またはオクタン酸トリグリセリド、あるいは例えばヒマ
ワリ油、トウモロコシ油、ダイズ油、マロー油、グレープシード油、ゴマ油、ヘーゼルナ
ッツ油、アプリコット油、マカダミア油、アララ油、コリアンダー油、ヒマシ油、アボカ
ド油、カプリル／カプリン酸トリグリセリド、例えば Stearineries Dubois社から市販さ
れているもの、 Dynamit Nobel社から Miglyol 810、 812および 818の商品名で市販されてい
るもの、ホホバ油またはシアバター、およびシアバターの液体画分；
　－特に脂肪酸の合成エステルおよび合成エーテル、例えば、式Ｒ１ ＣＯＯＲ２ およびＲ
１ ＯＲ２ の油（式中、Ｒ１ は８から２９の炭素原子を含む脂肪酸残基を示し、かつ、Ｒ２

は３から３０の炭素原子を含む分枝状または非分枝状の炭化水素ベース鎖を示す）、例え
ば、パーセリン油、イソノニルイソノナノアート、イソプロピルミリスタート、２ -エチ
ルヘキシルパルミタート（またはオクチルパルミタート）、２ -オクチルドデシルステア
ラート、２ -オクチルドデシルエルカート、またはイソステアリルイソステアラート；ヒ
ドロキシル化エステル、例えばイソステアリルラクタート、オクチルヒドロキシステアラ
ート、オクチルドデシルヒドロキシステアラート、ジイソステアリルマラート、トリイソ
セチルシトラート、および脂肪アルキルヘプタノアート、オクタノアート、およびデカノ
アート；ポリオールエステル、例えばプロピレングリコールジオクタノアート、ネオペン
チルグリコールジヘプタノアート、およびジエチレングリコールジイソノナノアート；お
よびペンタエリトリトールエステル、例えばペンタエリトリチルテトライソステアラート
；親油性アミノ酸誘導体、例えば Ajinomoto社から Eldew SL 205の商品名で市販されてい
るイソプロピルラウロイルサルコシナート（ INCI名：イソプロピルラウロイルサルコシナ
ート）；
　－鉱物または合成由来の直鎖または分枝鎖状炭化水素、例えば、鉱油（石油から誘導さ
れた炭化水素ベース油の混合物； INCI名：鉱油）、揮発性または不揮発性流動パラフィン
、その誘導体、ペトロレアムジェリー、ポリデセン、イソヘキサデカン、イソドデカン、
および NOF Corporationから市販されているパーラーム（登録商標）油 (Parleam oil)のよ
うな水素化イソパラフィン（ INCI名：水素化ポリイソブテン）；
　－８から２６の炭素原子を含む脂肪アルコール、例えば、セチルアルコール、ステアリ
ルアルコールおよびこれらの混合物（セテアリルアルコール）、オクチルドデカノール、
２ -ブチルオクタノール、２ -ヘキシルデカノール、２ -ウンデシルペンタデカノールまた
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はオレイルアルコール；
　－部分的に炭化水素をベースとした、および／またはシリコーンをベースとしたフルオ
ロ油、例えば、 JP-A-2295912号公報に記載されているもの；
　－シリコーン油、例えば、直鎖または環状シリコーン鎖を有する揮発性または不揮発性
ポリメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）であって、室温で液状またはペースト状のもの、特に
直鎖または環状の揮発性シリコーン油、例えば、シクロポリジメチルシロキサン（シクロ
メチコーン）、例えばシクロペンタシロキサンおよびシクロヘキサジメチルシロキサン；
シリコーン鎖のペンダントまたは末端に、２から２４の炭素原子を有するアルキル、アル
コキシまたはフェニル基を含むポリジメチルシロキサン；フェニルシリコーン、例えばフ
ェニルトリメチコーン、フェニルジメチコーン、フェニルトリメチルシロキシジフェニル
シロキサン、ジフェニルジメチコーン、ジフェニルメチルジフェニルトリシロキサン、２
-フェニルエチルトリメチルシロキシシリカート、およびポリメチルフェニルシロキサン
；
　－これらの混合物
を含む。
【００３７】
　本発明の好ましい実施態様によれば、組成物の油相は、鉱物または合成由来の直鎖また
は分枝鎖状炭化水素、例えばパーラーム油、揮発性シリコーン油、特にシクロポリジメチ
ルシロキサン、植物油、例えばシアバターの液体画分、およびエステル、例えばオクチル
パルミタートから選択される少なくとも一つの油を含む。
【００３８】
　油相に存在することができる他の脂肪物質は、例えば、８から３０の炭素原子を有する
脂肪酸、例えば、ステアリン酸、ラウリン酸、パルミチン酸；シリコーンゴムのようなゴ
ム（ジメチコノール）；シリコーン樹脂、例えばトリフルオロメチル -Ｃ１ － ４ -アルキル
ジメチコーンおよびトリフルオロプロピルジメチコーン；およびシリコーンエラストマー
、例えば Shin-Etsu社から“ KSG”、 Dow Corning社から“ Trefil”、あるいは Grant Indus
tries社から“ Gransil”の商品名で市販されている製品；ペトロラタムのようなペースト
；およびこれらの混合物である。
【００３９】
　本発明の特定の実施態様によれば、組成物は少なくとも一つのシリコーンゴムを含む。
シリコーンゴムの存在は、組成物の化粧特性をさらに改善する。１５０００００未満の分
子量を有する一以上のシリコーンゴム、例えばポリジメチルシロキサン（ INCI名：ジメチ
コーン）、ポリフェニルシロキサンまたはポリヒドロキシシロキサン（ INCI名：ジメチコ
ノール）が特に使用される。これらが存在する場合には、シリコーンゴムの量は、最終組
成物の重量に対して、例えば０．０１から１０重量％、好ましくは０．１から３重量％の
範囲をとることができる。
【００４０】
　存在することができる全ての脂肪物質および親油性アジュバントを含む油相は、一般に
組成物の全重量に対して１０から７５重量％、好ましくは１５から７０重量％の範囲の量
で、本発明にかかる組成物中に存在する。
【００４１】
水相
　本発明にかかる組成物の水相は、組成物の全重量に対して９０から２５重量％、好まし
くは８５から３０重量％の範囲とすることができる。水相は少なくとも水を含む。水以外
に、１以上の水混和性または少なくとも部分的に水混和性の化合物、例えばポリオール；
Ｃ２ からＣ８ 低級モノアルコール、例えばエタノールおよびイソプロパノール；および室
温で液体のＣ３ からＣ４ ケトンを含むことができる。用語「室温」とは、通常大気圧（ 76
0mmHg）で、約２５℃の温度を意味すると理解すべきである。
【００４２】
　用語「ポリオール」とは、少なくとも２つのフリーのヒドロキシル基を含むあらゆる有
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機分子を意味すると解するべきである。挙げることができるポリオールの例は、グリセロ
ール、グリコール、例えばブチレングリコール、プロピレングリコール、およびイソプレ
ングリコール、ジプロピレングリコール、ヘキシレングリコール、ペンチレングリコール
、およびポリエチレングリコール、例えばＰＥＧ－８、ソルビトールおよび糖類、例えば
グルコースを含む。
【００４３】
　溶媒は、組成物の全重量に対して０．１から３０重量％の範囲の量で存在することがで
きる。
【００４４】
アジュバント
　周知のようにして、本発明にかかる組成物は、化粧品および／または皮膚科学において
一般的なアジュバント、例えば、活性剤、防腐剤、酸化防止剤、錯化剤、ｐＨ調節剤（酸
性または塩基性）、香料、フィラー、抗菌剤、消臭剤、染料（顔料および染料）、界面活
性剤、ポリマーまたは脂質ベシクルも含むことができる。種々のアジュバントの量は、当
該技術分野で通常用いられる量、例えば組成物の全重量の０．０１から２０％である。そ
の性質に依存して、これらのアジュバントは、脂肪相中、水相中、および／または脂質ベ
シクル中に導入されうる。
【００４５】
　本発明にかかる組成物に用いることができるポリマーとして、本発明に用いられる上記
ポリマー以外に、親水性ポリマー、例えば変性または未変性カルボキシビニルポリマー、
例えば Goodrich社の Carbopol（ INCI名：カーボマー）および Pemulen（ INCI名：アクリラ
ート／ C10-30アルキルアクリラート架橋ポリマー）；ポリアクリルアミド；２ -アクリル
アミド -２ -メチルプロパンスルホン酸から誘導されたポリマー、例えば Clariant社から Ho
stacerin AMPS（ INCI名：アンモニウムポリアクリルジメチルタウラート）の商品名で市
販されている製品；エマルション形態のアクリルアミドおよびＡＭＰＳの架橋アニオン性
コポリマー、例えば SEPPIC社から Sepigel 305(CTFA名：ポリアクリルアミド／ C13-14イソ
パラフィン／ラウレス -7)および Simulgel 600（ CTFA名：アクリルアミド／ナトリウムア
クリロイルジメチルタウラートコポリマー／イソヘキサデカン／ポリソルバート 80）の商
品名で市販されている製品； Kingston社から HYPAN SS201の商品名で市販されているアク
リラート／アクリロニトリルコポリマー；ポリ -Ｎ -ビニルピロリドンのような合成の中性
ポリマー；多糖類、例えばグアーガム、キサンタンガムおよびセルロース誘導体；水溶性
または水分散性シリコーン誘導体、例えばアクリルシリコーン、ポリエーテルシリコーン
およびカチオン性シリコーン；鉱物化合物、例えば変性または未変性ヘクトライトおよび
スメクタイト、例えば Rheox社から市販されているベントン製品、 Southern Clay Product
s社から市販されているラポナイト製品、 R.T.Vanderbilt社から市販されている Veegum HS
製品；およびこれらの混合物を挙げることができる。これらのポリマーの量は、例えば、
組成物の全重量に対して０．０５から３重量％である。
【００４６】
　本発明にかかる組成物において用いられるフィラーとして挙げることのできる例は、酸
化チタン、酸化亜鉛または酸化鉄および有機顔料のような顔料；カオリン；シリカ；タル
ク；窒化ホウ素；有機球形粉末、繊維；およびこれらの混合物を含む。挙げることができ
る有期球形粉末の例は、 Atochem社から Orgasolの商品名で市販されているナイロン（登録
商標）－１またはポリアミド１２のようなポリアミド粉末特にナイロン（登録商標）粉末
；ポリエチレン粉末；テフロン（登録商標）；アクリルコポリマーをベースとするミクロ
スフェア、例えば Polytrapの商品名で Dow Corning社から市販されているエチレングリコ
ールジメタクリラート／ラウリルメタクリラートコポリマーからなるもの；中空ミクロス
フェアのような膨張粉末、特に Kemanord Plast社から Expancelまたは Matsumoto社から Mic
ropearl F 80 EDの商品名市販されているミクロスフィアー；シリコーン樹脂マイクロビ
ーズ、例えば Toshiba Silicone社から Tospearlの商品名で市販されている製品； Matsumot
o社から Microsphere M-100または Wackherr社から Covabead LH85の商品名で市販されてい
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るポリメチルメタクリラートミクロスフィアー； Sumitomo Seika Chemicals社から Flobea
dsの商品名で市販されているエチレンアクリラートコポリマー粉末；デンプン粉末のよう
な天然有機物質の粉末、特にトウモロコシデンプン、小麦デンプンまたは米デンプンの粉
末、これらは架橋していてもしていなくてもよく、例えば National Starch社から Dry-Flo
の商品名で市販されているオクテニルスクシナート無水物と架橋したデンプン粉末を含む
。挙げることができる繊維の例は、ポリアミド繊維、特にナイロン（登録商標）６（また
はポリアミド６）（ INCI名：ナイロン６）繊維、ナイロン（登録商標）６ .６（またはポ
リアミド６ .６）（ INCI名：ナイロン６６）繊維、または例えばポリ -ｐ -フェニレンテレ
フタミド繊維；およびこれらの混合物を含む。これらの繊維は、組成物の全重量に対して
、０から２０重量％、好ましくは０．５から１０重量％の範囲の量で存在することができ
る。
【００４７】
　特に使用することができる活性剤は、単独、混合物、または誘導体の形態のビタミン類
（Ａ、Ｂ３、Ｃ、Ｅ、Ｋ、ＰＰ等）；角質溶解剤および／または脱鱗剤、例えばサリチル
酸とその誘導体、αヒドロキシ酸、例えば乳酸、クエン酸、グリコール酸、およびアスコ
ルビン酸およびこれらの誘導体；抗炎症剤；鎮静剤、例えばアラントイン；脱色剤；テン
ショニング剤、例えば合成ポリマー、植物蛋白質、任意にマイクロゲル形態の植物由来の
多糖類、デンプン、ロウ分散物、混合ケイ酸塩および鉱物フィラーのコロイド粒子；つや
消し剤；脱毛予防剤および／または育毛剤；抗皺剤；およびこれらの混合物を含む。
【００４８】
　サンスクリーン剤は、以下の化合物のような有機ＵＶスクリーニング剤から選択するこ
とができる。
－サリチル酸誘導体、特に Haarmann & Reimer社から Neo Heliopan OSの商品名で市販され
ているエチルヘキシルサリチラート（またはオクチルサリチラート）；
－ジベンゾイルメタン誘導体、特に Hoffmann LaRoche社から Parsol 1789の商品名で市販
されているブチルメトキシジベンゾイルメタン；
－ケイ皮誘導体、特に Hoffmann LaRoche社から Parsol MCXの商品名で市販されているエチ
ルヘキシルメトキシシンナマート；
－β ,β '-ジフェニルアクリラート誘導体、特に BASF社から Uvinul N539の商品名で市販さ
れているオクトクリレン（２ -エチルヘキシルα -シアノ -β ,β -ジフェニルアクリラート
）；
－フェニルベンズイミダゾールスルホン酸；
－ベンジリデンカンファー誘導体、特に Chimex社から Mexoryl SXの商品名で市販されてい
るテレフタリリデンジカンファースルホン酸、および Merck社から Eusolex 6300の商品名
で市販されている４ -メチルベンジリデンカンファー；
－ベンゾフェノン誘導体、特に BASF社から Uvinul M40の商品名で市販されているベンゾフ
ェノン－３またはオキシベンゾン、 BASF社から Uvinul MS40の商品名で市販されているベ
ンゾフェノン－４、ベンゾフェノン－５；
－フェニルベンズイミダゾール誘導体、特に Haarmann & Reimer社から Neo heliopan APの
商品名で市販されているベンズイミダジラート；
－トリアジン誘導体、特に Ciba Geigy社から Tinosorb Sの商品名で市販されているアニソ
トリアジン； BASF社から Uvinul T150の商品名で市販されているエチルヘキシルトリアゾ
ン；および Sigma 3V社から Uvasorb HEBの商品名で市販されているジエチルヘキシルブタ
ミドトリアゾン；
－メチレンビス（ベンゾトリアゾリル）テトラメチルブチルフェノール；
－フェニルベンゾトリアゾール誘導体、特に Rhodia Chimie社からシラトリゾールの商品
名で市販されているドロメトリゾールトリシロキサン；または Fairmount Chemical社から
Mixxim BB/100の商品名で固形形態で市販されているメチレンビス（ベンゾトリアゾリル
）テトラメチルブチルフェノール、または Ciba Specialty Chemicals社から Tinosorb Mの
商品名で水性分散物として微小化形態で市販されているメチレンビス（ベンゾトリアゾリ
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ル）テトラメチルブチルフェノール；
およびこれらの混合物を含む。
【００４９】
　サンスクリーン剤は、物理的サンブロックから選択することができる。本発明にかかる
組成物に加えることができる物理的サンブロックとして挙げることができる例は、被覆ま
たは未被覆の金属酸化物の顔料およびナノ顔料、特に酸化チタン、酸化鉄、酸化ジルコニ
ウム、酸化亜鉛または酸化セリウム、およびこれらの混合物を含み、これらの酸化物は、
任意に被覆されたマイクロ粒子またはナノ粒子（ナノ顔料）の形態をとることができる。
【００５０】
　活性剤の量は所望の目的に依存する。活性剤は、例えば、組成物の全重量に対して、０
．００１から２０重量％、好ましくは０．０１から１０重量％、さらに好ましくは０．０
５から５重量％の範囲の濃度で存在することができる。
【００５１】
　言うまでもなく、当業者であれば、本発明にかかる組成物に加える任意の化合物および
その量を選ぶ際に、本発明にかかる組成物に本来的に関与する有利な特性が企図する添加
により不利な影響を実質的に受けないように注意を払うであろう。
【００５２】
　本発明にかかる組成物は、特に多少流動的なクリームまたは乳液の形態で存在すること
ができ、特に化粧品または皮膚化学的組成物を構成することができる。それゆえ、多くの
処理、特に、頭皮を含む皮膚、髪、爪、および／または粘膜の美容処理、特に身体または
顔の皮膚、睫毛および／または唇のケア、保護、および／またはメイクアップ、および／
またはヘアケア（例えばヘアマスク）のための美容処理にその適用を見出すことができる
。
【００５３】
　かくして、本発明の主題は、皮膚および／または唇をケア、保護、および／またはメイ
クアップする、および／またはヘアケアのための、上記化粧品組成物の美容的使用である
。
【００５４】
　本発明の主題は、上記化粧品組成物を、皮膚、髪、および／または唇に適用することを
特徴とする、頭皮を含む皮膚、髪、および／または唇を処理するための美容処理方法でも
ある。
【００５５】
　さらに、本発明に係る組成物は、敏感肌によく寛容される。かくして、本発明の主題は
、敏感肌をケア、保護、および／またはメイクアップするための上記化粧品組成物の美容
的使用でもある。
【００５６】
　本発明にかかる組成物は、通常の方法で調製される。すなわち、ポリマーを水相に溶解
する。油相を全ての固形油性成分が液体になる温度まで加熱する。この温度で、油相を中
和または非中和水相に、攪拌しながら導入する。このエマルションを、標準的なホモジナ
イゼーション手段、例えばローター -ステーター  ターボミキサーを用いて調製することが
できる。
【００５７】
　本発明にかかる組成物の以下の実施例は、本発明を例示するものであって、限定するも
のではない。特に言及しない限り、表示の量は重量パーセントである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５８】
本発明にかかる実施例１：ロウと８．５ｍｏｌ％のＣ１ ２ － １ ４ （ＯＥ）７ 側鎖を有する
両親媒性ＡＭＰＳコポリマーとを含むエマルション
油相
－ミツロウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２％
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－パーラーム油　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．８％
－ペンタシクロメチコーン　　　　　　　　　　　　　１６％
－オクチルパルミタート　　　　　　　　　　　　　　　３％
－シアバターの液体画分　　　　　　　　　　　　　　　２％
－トコフェリルアセタート　　　　　　　　　　　　　　０．２％
－セチルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　３％
－ステアリルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　３％
水相
－防腐剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１％
－水中に１０％のトリエタノールアミン　　　　　　　　０．０５％
－ＡＭＰＳと Genapol LA-070メタクリラート（８．５ｍｏｌ％）とのコポリマー　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．７％
－水　　　　　　　　　　　　　　　  全体を１００％とする量
【００５９】
方法：両親媒性ＡＭＰＳコポリマーを、２５℃で水相に攪拌しながら２時間溶解した。得
られた溶液は巨視的に均質であった。予め７０℃に加熱した油相を、１５分間、２０００
ｒｐｍの攪拌速度で Moritzホモジナイザーを用いて攪拌しながら、水相にゆっくりと導入
することによりエマルションを調製した。
【００６０】
　得られた組成物は、ｐＨ５．６、粘度３９ポアズ（３．９ Pa.s）の柔軟なクリームの形
態であった。粘度は、 Rheomat 180装置で、２５℃において１０分後に、 No.４スピンドル
を用いて２００ｓ－ １ の剪断速度で測定した。このエマルションは、顕微鏡観察で微細で
あった。室温および４５℃で２ヶ月後、エマルションは微細なままであり、同一レベルの
粘度を保持していた。巨視的な不安定化の兆候を示さなかった。
【００６１】
化粧品試験：
　実施例１について、乾燥肌または複合乾燥肌 (combination dry skin)のタイプの３５歳
の女性７人に官能試験を行った。美容師が女性の顔に、顔の半分にクリームを適用した。
製品は、確かな軟化および柔軟化効果を有すると観察された。堅い質感を有し、拡げる際
に素早く溶けた。適用が容易であり、よく滑り、遮断または粘着効果無しにゆっくりと浸
透した。触れてみると、僅かにロウ状の柔らかくて軽い被膜が皮膚に残って、保護的な印
象を与えた。
【００６２】
本発明にかかる実施例２：ロウと８．５ｍｏｌ％のＣ１ ２ － １ ４ （ＯＥ）７ 側鎖を有する
両親媒性ＡＭＰＳコポリマーとを含むエマルション
油相
－ワセリン（融点５３－５８℃）　　　　　　　　　　　３％
－シリコーンガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　７％
－パーラーム油　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５．８％
－ペンタシクロメチコーン　　　　　　　　　　　　　　９％
－オクチルパルミタート　　　　　　　　　　　　　　　３％
－パーム油（４０／１０／５０パルミチン－オレイン－ステアリン酸トリグリセリド）（
融点３７℃）（ロウ）　　　　　　　　　　　　　　　　２％
－セチルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　１％
－ステアリルアルコール　　　　　　　　　　　　　　１３％
水相
－防腐剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．６％
－水中に１０％のトリエタノールアミン　　　　　　　　０．０６％
－ＡＭＰＳと Genapol LA-070メタクリラート（８．５ｍｏｌ％）とのコポリマー　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．８％
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－水　　　　　　　　　　　　　　　  全体を１００％とする量
【００６３】
方法：実施例１と同じ方法。
　得られた組成物は、ｐＨ６．５、粘度２７ポアズ（２．７ Pa.s）の柔軟なクリームの形
態であった。粘度は、 Rheomat 180装置で、２５℃において１０分後に、 No.３スピンドル
を用いて２００ｓ－ １ の剪断速度で測定した。このエマルションは、顕微鏡観察で微細で
あった。室温および４５℃で２ヶ月後、エマルションは微細なままであり、同一レベルの
粘度を保持していた。巨視的な不安定化の兆候を示さなかった。
【００６４】
本発明にかかる実施例３：ロウと７．３５ｍｏｌ％のＣ１ ６ － １ ８ （ＯＥ）８ 側鎖を有す
る両親媒性ＡＭＰＳコポリマーとを含むエマルション
油相
－パーラーム油　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５．８％
－ペンタシクロメチコーン　　　　　　　　　　　　　１６％
－オクチルパルミタート　　　　　　　　　　　　　　　３％
－シアバターの液体画分　　　　　　　　　　　　　　　２％
－ミツロウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１％
－トコフェリルアセタート　　　　　　　　　　　　　　０．２％
－セチルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　１％
－ステアリルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　１％
水相
－防腐剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１％
－水中に１０％のトリエタノールアミン　　　　　　　　０．０３％
－ＡＭＰＳと Genapol LA-080メタクリラート（７．３５ｍｏｌ％）とのコポリマー　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５％
－水　　　　　　　　　　　　　　　  全体を１００％とする量
【００６５】
方法：実施例１と同じ方法。
　得られた組成物は、ｐＨ５．８、粘度１３．４ポアズ（１．３４ Pa.s）の柔軟なクリー
ムの形態であった。粘度は、 Rheomat 180装置で、２５℃において１０分後に、 No.３スピ
ンドルを用いて２００ｓ－ １ の剪断速度で測定した。このエマルションは、顕微鏡観察で
かなり微細であった。室温および４５℃で２ヶ月後、エマルションはかなり微細なままで
あり、同一レベルの粘度を保持していた。巨視的な不安定化の兆候を示さなかった。
【００６６】
本発明にかかる実施例４：ロウと７．３５ｍｏｌ％のＣ１ ６ － １ ８ （ＯＥ）８ 側鎖を有す
る両親媒性ＡＭＰＳコポリマーとを含むエマルション
油相
－パーラーム油　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５．８％
－ペンタシクロメチコーン　　　　　　　　　　　　　１６％
－オクチルパルミタート　　　　　　　　　　　　　　　３％
－シアバターの液体画分　　　　　　　　　　　　　　　２％
－ミツロウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１％
－トコフェリルアセタート　　　　　　　　　　　　　　０．２％
－セチルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　１％
－ステアリルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　１％
水相
－防腐剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．６％
－水中に１０％のトリエタノールアミン　　　　　　　　０．０３％
－グリセロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５％
－ＡＭＰＳと Genapol T-080メタクリラート（７．３５ｍｏｌ％）とのコポリマー　　　
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ０．５％
－水　　　　　　　　　　　　　　　  全体を１００％とする量
－ナイロン粉末
【００６７】
方法：実施例１と同じ方法。ただし、エマルションの調製後にナイロン粉末を添加した。
　得られた組成物は、ｐＨ６、粘度１８．５ポアズ（１．８５ Pa.s）の柔軟なクリームの
形態であった。粘度は、 Rheomat 180装置で、２５℃において１０分後に、 No.３スピンド
ルを用いて２００ｓ－ １ の剪断速度で測定した。このエマルションは、顕微鏡観察でかな
り微細であった。室温および４５℃で２ヶ月後、エマルションはかなり微細なままであり
、同一レベルの粘度を保持していた。巨視的な不安定化の兆候を示さなかった。
【００６８】
本発明にかかる実施例５：ロウと８．５ｍｏｌ％のＣ１ ２ － １ ４ （ＯＥ）７ 側鎖を有する
両親媒性ＡＭＰＳコポリマーとを含むエマルション
油相
－ミツロウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２％
－パーラーム油　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３％
水相
－防腐剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１％
－水中に１０％のトリエタノールアミン　　　　　　　　０．０６％
－ＡＭＰＳと Genapol LA-070メタクリラート（８．５ｍｏｌ％）とのコポリマー　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１％
－水　　　　　　　　　　　　　　　  全体を１００％とする量
【００６９】
方法：実施例１と同じ方法。
　得られた組成物は、乳液の形態であった（ｐＨは約６．１）。平均粒径は１０μｍであ
った。粘度は、 Rheomat 180装置で、２５℃において、 No.２スピンドルを用いて２００ｓ
－ １ の剪断速度で測定して、０．１３Ｐａ．ｓであった。２５℃で２４時間後、このエマ
ルションは安定なままであった。
【００７０】
比較例１：８．５ｍｏｌ％のＣ１ ２ － １ ４ （ＯＥ）７ 側鎖を有する両親媒性ＡＭＰＳコポ
リマーを含みロウを含まないエマルション
油相
－シクロペンタジメチルシロキサン　　　　　　　　　　６％
－パーラーム油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９％
水相
－防腐剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１％
－水中に１０％のトリエタノールアミン　　　　　　　　０．０６％
－ＡＭＰＳと Genapol LA-070メタクリラート（８．５ｍｏｌ％）とのコポリマー　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１％
－水　　　　　　　　　　　　　　　  全体を１００％とする量
【００７１】
方法：実施例１と同じ方法。
　得られた組成物は、クリーム現象（一部の油相の分離）の出現を伴って、即座に不安定
化する乳液の形態であった。この８．５ｍｏｌ％のＣ１ ２ － １ ４ （ＯＥ）７ 側鎖を有する
両親媒性ＡＭＰＳコポリマーを含むエマルションは、ロウの不在下で不安定であるが、同
じポリマーとロウとを含む本発明にかかる実施例１、２および５は安定であった。
【００７２】
比較例２：３．５５ｍｏｌ％のＣ１ ６ － １ ８ （ＯＥ）２ ５ 側鎖を有する両親媒性ＡＭＰＳ
コポリマーを含みロウを含むエマルション
油相
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－パーラーム油　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５．８％
－ペンタシクロメチコーン　　　　　　　　　　　　　１６％
－オクチルパルミタート　　　　　　　　　　　　　　　３％
－シアバターの液体画分　　　　　　　　　　　　　　　２％
－ミツロウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１％
－トコフェリルアセタート　　　　　　　　　　　　　　０．２％
－セチルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　１％
－ステアリルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　１％
水相
－防腐剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１％
－水中に１０％のトリエタノールアミン　　　　　　　　０．０３％
－ＡＭＰＳと Genapol T-250メタクリラート（３．５５ｍｏｌ％）とのコポリマー　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ０．５％
－水　　　　　　　　　　　　　　　  全体を１００％とする量
【００７３】
　得られたエマルションは不均一であり、水相から分離してエマルションの上部に浮いた
油相を有していたが、使用したポリマー以外の全ての点でこの比較例と同一の実施例３は
完全に安定であった。この例は、２５オキシエチレン基を含むポリマーでは、安定なＯ／
Ｗエマルションが得られないことを示している。
【００７４】
比較例３：５８．２ｍｏｌ％のＣ１ ２ － １ ４ （ＯＥ）７ 側鎖を有する両親媒性ＡＭＰＳコ
ポリマーを含みロウを含むエマルション
油相
－パーラーム油　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５．８％
－ペンタシクロメチコーン　　　　　　　　　　　　　１６％
－オクチルパルミタート　　　　　　　　　　　　　　　３％
－シアバターの液体画分　　　　　　　　　　　　　　　２％
－ミツロウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１％
－トコフェリルアセタート　　　　　　　　　　　　　　０．２％
－セチルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　１％
－ステアリルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　１％
水相
－防腐剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１％
－水中に１０％のトリエタノールアミン　　　　　　　　０．０３％
－ＡＭＰＳと Genapol LA-070メタクリラート（５８．２ｍｏｌ％）とのコポリマー　　　
　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ０．５％
－水　　　　　　　　　　　　　　　  全体を１００％とする量
【００７５】
　得られたエマルションは不均一であり、室温で２４時間後にはクリーミング現象（水相
と油相の分離）を示したが、８．５％の疎水性の鎖を有すること以外は同一のポリマーを
含む実施例１、２および５は完全に安定であった。この例は、２５％より多くの疎水性の
鎖を有するポリマーでは、安定なＯ／Ｗエマルションが得られないことを示している。
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